
週刊 避難者応援情報紙

皆様の生活する上での不安や疑問を少しでも解消していただく
ための情報紙として、毎週お届けします。

●被災自治体News
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市民文化会館ゆめはっとで、「南相馬市東日本大震災

追悼式」が行われました。

遺族をはじめ約600人が参列し、震災などで亡くな

られた市民1143人ほかの方々の冥福を祈りました。

２ページをご覧ください。
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●南相馬市ＨＰ「フォトレポ」から

●NEXCO東日本
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被災自治体News
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市民文化会館ゆめはっとでは、「南相馬市東日本大震災追悼式」が行われました。遺族をはじめ約

600人が参列し、震災などで亡くなられた市民1143人ほかの方々の冥福を祈りました。

市内原町区萱浜に昨年末整備された市防災備蓄倉庫では、殉職した消防団員の顕彰碑が建立され、除

幕式が行われました。市消防団の幹部や消防関係ら約200人が参列し、犠牲となった9人を追悼し、記

憶の継承を誓いました。

地震が発生した午後2時46分、サイレンが市内に鳴り響きました。原町区北泉の北泉海水浴場では、

海を向いて目を閉じ、黙とうを捧げている市民がたくさんいました。追悼式の参列者も会場のテレビ中

継に合わせて黙とうしていました。

原町区大木戸の南相馬ジャスモールでは、キャンドルナイトが催されました。会場の特設ステージで

は、市内の小・中学生、高校生が歌声や演奏を披露しました。

日



被災自治体News
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18３

南相馬市と飯館村を結ぶ県道原町川俣線の八木沢トンネルが開通しました。

南相馬市原町区と飯館村にまたがる八木沢峠は、急カーブが連続し、冬季は路面凍結によるスリップ

事故が多発することなどから、早期のトンネル開通が待たれていました。

開通式で、門馬市長は八木沢トンネル完成が予定よりも早まったことに感謝し、全国植樹祭や相馬野

馬追などへの観客増加に期待を寄せていました。

八木沢トンネルは長さが約2．3kmで、開通によって約3分の時間短縮となります。

日

今週の番組 ※パソコン視聴

1. オープニング&今週の番組 [2分]

2. 南相馬市東日本大震災追悼式 [30分]

3. ～未来へ～ 3.11ふくしま追悼復興祈念行事“キャンドルナイト” [8分]

4. 東日本大震災 南相馬市殉職消防団員顕彰碑 除幕式 [14分]

5. 希望の灯り ～震災から6年目を迎えて～ [5分]

6. リクエストアワーのお知らせ [1分]

番組内容 [3/28～4/4]

0244-26-5663

（平日のみ 午前9時～午後5時）

浜通り×さんじょうライフvol.350 3



被災自治体News

平成29年度飲料用井戸水の放射能測定及び水質検査（最終報告）

3月20日HP更新

福島第一原子力発電所の事故と長期避難による、井戸水の水質に対する不安を解消すること

を目的に飲料用井戸水の放射能測定および水質検査を行いました。

検査結果は下表のとおりです。なお、放射性物質が検出された検体はありませんでした。

調査期間： 平成２９年５月１６日～平成３０年２月２８日

検査機関： ㈱江東微生物研究所

申込件数： ９３４件（小高区２６４件・鹿島区８０件・原町区５９０件）

ｷｬﾝｾﾙ件数： ６件（小高区１件・鹿島区１件・原町区４件）

採水件数： ９２８件（小高区２６３件・鹿島区７９件・原町区５８６件）

※ 放射性物質の検出下限値＝１Bq/kg程度

※ 延べ数の考え方＝ひとつの検体から複数項目の基準超過があった場合、その分述べ数も加

算される。

南相馬市からのお知らせ

浜通り×さんじょうライフvol.3504



被災自治体News

問い合わせ 生活環境課 0244-24-5240TEL

町内の住宅整備状況 ～幾世橋住宅団地～
幾世橋住宅団地第２期・６３戸が完成しました！

３月２０日に完成式があり、入居者代表の方に鍵が引き渡され、この日から入居が始まりま

した。

この住宅団地には、昨年６月に入居が始まった住宅２２戸と合わせて８５戸あり、帰町され

た方が安心して暮らせるよう町が整備した、初

めての災害公営住宅です。

『なかよく みんな えがおで』暮らせる町。

これを実現するため、今後も、町は「空き家

・空き地バンク」など、住まいの再建支援を行

っていきます。

浪江町からのお知らせ
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被災自治体News

町内に帰還した世帯に補助金を交付します

3月23日HP更新

次ページへ続きます

東日本大震災および福島第一原子力発電所事故により避難していた浪江町民が、浪江町内の

自宅などへ移転・帰還した場合に要した費用について、「浪江町ふるさと住宅移転補助金交付要

綱」に基づき補助金を交付します。

対象世帯

次の全ての要件を満たす世帯

1. 現在、浪江町民であり、かつ、平成２３年３月１１日時点に浪江町に住民票を有していた人で

構成された世帯

2. 浪江町内の自宅などへ移転済みで、避難住民届で町内への移転を届出済みの世帯

3. 町外の応急仮設住宅・借上げ住宅ほかを退去した世帯

4. 平成３１年３月３１日までに移転が完了した世帯

事業の実施期間

４月１日～平成３１年３月３１日

補助額

【県外からの移転】 ○複数人世帯 １５万円 ○単身世帯 １０万円

【県内からの移転】 ○複数人世帯 １０万円 ○単身世帯 ８万円

申請方法

必要書類を申請受付窓口に提出してください。

※ 申請用紙は、窓口・郵送・ダウンロードにて入手してください。

【必要書類】

1. 自宅等移転完了報告書兼補助金交付申請書（第1号様式）

2. 補助金を入金する口座が確認できる預金通帳の写し

（名義人氏名のカナ表記・金融機関名・口座番号が分かる部分の写し）

【申請受付窓口】

二本松事務所 生活支援課 住宅支援係

本庁 住宅水道課 住宅係

各出張所（福島・いわき・南相馬）

申請期限

移転完了日から６カ月を経過した日の属する月の末日（消印有効）

浜通り×さんじょうライフvol.3506



被災自治体News
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●申請期限早見表

【問い合わせ先】

浪江町役場二本松事務所 生活支援課 住宅支援係

〒964-0984 二本松市北トロミ573番地

0243-62-0194

（午前８時３０分～午後５時１５分 ※土日祝日を除く）

移転が完了した月 申請期限

平成29年10月 平成30年4月末

11月 5月末

12月 6月末

平成30年1月 7月末

2月 8月末

3月 9月末

※単年度事業のため、平成３０年９月以降に移転が完了した場合の申請期限は
平成３１年３月末日となります。

TEL

移転が完了した月 申請期限

平成30年4月 平成30年10月末

5月 11月末

6月 12月末

7月 平成31年1月末

8月 2月末

※ 9月以降 3月末

国民健康保険被保険者証の発送について

3月22日HP更新

双葉町からのお知らせ

３月２０日に、双葉町国民健康保険に加入している方に平成３０年度の保険証を簡易書留郵便

で発送しました。

配達時に不在の場合は、郵便局に１週間程度保管されますので、郵便局へ再配達を依頼し、

お受け取りください。

※ 国民健康保険の保険証が届いた方で、社会保険などに加入した場合は、国民健康保険の資

格喪失手続きが必要ですので、ご連絡ください。

※ 後期高齢者医療保険に加入の方は、保険証の有効期限は毎年７月末ですので、今回の送

付はありません。

問い合わせ 健康福祉課 0246-84-5205TEL



被災自治体News

国が実施しない時期における

帰還困難区域への立入り(通過を含む) について 3月16日HP更新

問い合わせ 住民課 避難生活支援係 0240-22-2111

３月２３日（金）～４月１２日（木）は、国コールセンター受け付けによる一時立入りを原則として実

施しません。事情によりやむを得ず「帰還困難区域」への一時立入り（通過を含む）を行う場合に

は、住民課避難生活支援係まで個別にご相談ください。

相談する際の注意点

① 申請内容の確認、通行証の発行および郵送期間などを考慮し、立入り予定日の７日前まで

に申請してください。

② 閉庁日(土・日曜日)には、申請の受け付け、申請内容変更(立入り車両、立入り者な

ど)の受け付けおよび通行証の交付を行うことができません。

③ 自宅が町内の「避難指示解除区域」であるが、町内の「帰還困難区域」にある実家など（墓所

を含む）へ立入りを行う場合には相談してください。

④ 自然災害の発生や気候状況の急激な悪化が見込まれる場合、安全面を考慮して立入りゲー

トを閉鎖し、立入りを制限することがあります。

他町への相談

① 自宅が町内の「避難指示解除区域」にあり、他町の「帰還困難区域」にある実家などへ立入り

を行う場合は、立入り先の自治体へ相談してください。

② 他町の「避難指示解除準備区域」または「居住制限区域」に立入りをする場合についても、立

入り先の自治体へ相談してください。

自治体名 担当部署 電話番号

大熊町 環境対策課 0246-36-5671

双葉町 住民生活課 0246-84-5206

浪江町 総 務 課 0240-34-0222

TEL

富岡町からのお知らせ

浜通り×さんじょうライフvol.3508



被災自治体News

町立富岡幼稚園修了証書授与式が３月１９日(月)に行われ、２人が卒園しました。

卒園生は渡邉かほる園長から修了証書を受け取り、「１年生になったら平仮名と片仮名を

しっかり覚えてお勉強を頑張りたいです」と小学校生活での目標を発表しました。

渡邉園長は「富岡幼稚園で学んだことを胸に自信を持って小学校へ進んでください。ずっ

と応援しています」とはなむけの言葉を贈りました。

式では２年間の幼稚園生活をまとめたスライドが上映され、保護者らは子どもたちの成長

に目を細めていました。

たくさんの思い出を胸に新たなステージへ

浜通り×さんじょうライフvol.350 9

3月27日時点の桜は、つぼみが膨らみピンク色が濃くなってきています。昨年の開花は４

月６日でしたが、今年は１週間ほど早まりそうです。

４月６日から15日までライトアップが、14日には桜まつりが行われます。

夜の森の桜のトンネル



次ページへ続きます

Q1. ふるさと帰還通行カードによる無料措置の対象者は？

基本的には、従来の原発避難の無料措置と対象者は変わりありません。
被災時に原発事故の警戒区域等および特定避難勧奨地点に居住されていた方を対象としてい
ます。

Q2. 車種（軽自動車、普通車、中型車、大型車、特大車）の限定はあるのでしょうか？

従来の無料措置と同様、車種の限定はありません。

Q3. カードの利用方法は？

入口で通行券をお取りいただき、出口ICでは一般レーンまたは混在レーンで料金所係員に通
行券とカードをお渡しください。なお、出口料金所が無人の料金自動精算機であった場合は、
係員呼び出しボタン（またはレバー）を使用し、係員を呼び出しその指示に従ってください。
なお、混在レーンをご利用いただく際は、ETCカードは抜いてご通行ください。

Q4. 利用証明書は発行されますか？

今回の措置は、料金を徴収しない車両としての取り扱いになりますので、領収書は発行いた
しません。ただし、利用証明として希望される方には、料金所事務室などで手書きの利用証
明書の発行を行います。なお、事後に利用証明書を発行することはできませんので、必ず出
口料金所で速やかにご希望ください。

Q5. ETC走行はできますか？

ふるさと帰還通行カードは、ETCではご利用いただけません。また、ETC車載器にふるさ
と帰還通行カードを挿入しても、カードが読み取れずエラーとなります。
本無料措置は、措置が適用される車両にカード利用者本人が運転または同乗している必要が
あります。ETCではそれを確認できないため、一般レーンまたは混在レーン（料金自動精算
機も含む）のご利用をお願いしています。

Q6. スマートICを利用できますか？

スマートICはETC専用ですので、無料措置の対象外となります。

Q7. カードを忘れた（呈示しなかった）場合は、後から呈示することで返金となるか？

通行料金お支払い後の払い戻しには、応じかねます。無料措置の適用を受ける場合は料金所
において必ずふるさと帰還通行カードをご提示ください。

Q8. カード利用申込書の入手方法は？

カード利用申込書は、対象者に対して、各自治体から発送されるほか、福島県内の料金所、
自治体窓口でも入手ができます。また、当社HPから申込書のダウンロードも可能です。ま
た、NEXCO東日本お客さまセンターにご連絡いただき依頼いただければ個別に郵送するこ
とも可能です。

浜通り×さんじょうライフvol.35010
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Q9. カード申し込み時に必要な本人確認書類とは？

以下（1）または（2）または（3）いずれかの書面をご用意ください。
（1）顔写真つきの書類を1点以上

マイナンバーカード、運転免許証、写真つきの住民基本台帳カード、パスポート、障
がい者手帳、国または地方公共団体が発行した顔写真つきの身分証明書 など

（2）以下1.を2点
1.顔写真の無い住民基本台帳カード、健康保険証や年金手帳等国または地方公共団体
が発行したもの

（3）上記1.と以下2.を1点ずつ
2.学生証、法人が発行した身分証明書のうち写真付きのもの、1.に掲げる書類を除く
国または地方公共団体が発行した資格証明書のうち写真付きのもの

Q10. Q9で記載以外の証明書類は認められないのでしょうか？

本人確認書類につきましては、申請先の自治体窓口の判断となりますので提示する証明書の
可否については、申請される自治体の窓口にお問い合わせください。

Q11. ふるさと帰還通行カードはいつから利用可能ですか？

ふるさと帰還通行カードはすでに利用可能ですので、お手元に届き次第ご利用いただけます。

Q12. 従来の各種証明書の提示する方法での無料措置の取り扱いはどうなりますか？

6月30日までは従来の各種証明書を提示する方法・ふるさと帰還通行カードを提示する方法、
いずれの方法でも無料措置が適用されます。ただし、7月1日以降は無料措置適用にはふる
さと帰還通行カードが必須となり、従来の各種証明書を提示する方法での無料措置は適用は
されませんのでご注意ください。

Q13. 申し込みからカードの発行までどのくらい時間がかかるのでしょうか？

発行までおおむね1カ月程度お時間を頂戴しています。ただし、この時の申し込み件数によ
って、2カ月以上お時間を要する場合がございますので、早めに申請いただきますようよろ
しくお願いします。

Q14. 申し込んだのにカードが手元に届かないのですが。

発行状況をお調べしますので、NEXCO東日本お客さまセンターにお問い合わせください。
（0570-024-024 または 03-5338-7524）

Q15. 7月1日以降、カードが（申請したのに手元に届いていない・紛失・盗難等により）
手元にない場合、無料措置の適用できないのでしょうか？

国土交通省の告示により、7月1日以降無料措置適用はカードの提示が要件となっており、
お手元にカードない場合、無料措置の適用はいたしかねます。ご了承ください。

NEXCO東日本 お客さまセンター
0570-024-024 （ナビダイヤル）（24時間）
03-5338-7524 （PHS、IP電話のお客さま）

問い合わせ
TEL

TEL



福 島 復 興 本 社

次ページへ続きます

３月２６日

先般来ご案内のとおり、個人さまの避難・帰宅等にかかる費用の賠償につきましては、原則として

平成３０年３月までを賠償対象期間とさせていただいておりますが、一時立入、検査受診等にともなう

移動費用につきましては、平成３０年４月以降もお支払いの対象といたしますので、以下のとおりお

知らせいたします。

また、住居確保にかかる費用につきまして、平成３０年４月以降もご請求いただけますので、あわせ

てお知らせいたします。

１．平成３０年４月以降も賠償を継続する項目について

（１） ご請求いただける方

弊社事故発生時点における生活の本拠が、帰還困難区域、居住制限区域または避難指示解除

準備区域にあった方

（２） ご請求いただける費用

①一時立入にともなう移動費用

自治体が主催する一時立入に参加、または自ら一時立入を行うためにご負担された移動費用

※弊社事故発生時点における生活の本拠が、現時点で避難指示が継続している区域にあった

方が対象となります。

②検査受診にともなう移動費用

福島県による「県民健康調査」にて健康診断や放射線検査を受診された際にご負担された移

動費用

③その他の移動費用（例：同一世帯内での移動費用）

やむを得ない理由により、①、②以外にも移動費用のご負担を余儀なくされた場合には、ご事

情をお伺いさせていただきます。

（３） ご提出いただく証明書類

ご請求にあたっては、原則、費用をご負担された事実が確認できる証明書類のご提出が必要とな

ります。ご請求いただくまでの間、大切に保管いただきますようお願いいたします。なお、ご提出いた

だいた証明書類やご請求書類に記載いただいた内容について弊社から問い合わせをさせていただ

く場合がございますので、予めご了承ください。
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（４） ご請求方法

ご請求書類をご希望される方は、大変お手数ですが、下記「賠償に関するお問い合わせ先」まで

ご連絡いただきますようお願いいたします。ご請求対象期間は原則３カ月単位とし、実際にご負担さ

れた費用について必要かつ合理的な範囲でお支払いさせていただきます。なお、平成３０年４～６月

分のご請求の受付につきましては、本年７月より開始いたします。

（５） その他

やむを得ない理由により、上記以外にも損害の継続を余儀なくされている方につきましては、別途、

ご事情をお伺いさせていただきますので、下記「賠償に関するお問い合わせ先」までご連絡いただき

ますようお願いいたします。

２．住居確保にかかる費用の賠償について

弊社事故発生時点において、避難指示区域内にある持ち家または借家にお住まいであった方に

つきましては、住居確保にかかる費用を賠償させていただいております。

住居確保にかかる費用の賠償につきまして、ご請求がお済みでない方におかれましては、ご請求

方法等をご案内させていただきますので、下記「賠償に関するお問い合わせ先」までご連絡いただき

ますようお願いいたします。

以上、ご不明な点等がございましたら、弊社社員がしっかりとご説明させていただきますので、下記

「賠償に関するお問い合わせ先」までご連絡いただきますよう重ねてお願い申し上げます。

問い合わせ
＜原子力事故による損害に対する賠償に関する問い合わせ先 ＞
福島原子力補償相談室（コールセンター）

0120-926-404 午前9時～午後7時(月～金（除く休祝日))
午前9時～午後5時(土・日・休祝日)
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原子力損害賠償に関するお問い合わせや、請求書類のご請求につきましては、下記連絡先ま

でご連絡くださいますよう、お願いいたします。

なお、耳の不自由な方につきましては、ご家族やご支援者の方を通じてお電話いただくか、

もしくは、専用ファックス（0120-722-251)まで、ご連絡くださいますようお願いいたし

ます。



市町村名 電話番号 以下の町は役場機能が移転しています。

南相馬市 0244-22-2111

双葉町:双葉町役場いわき事務所

（いわき市東田町2-19-4）

浪江町 0240-34-2111

双葉町 0246-84-5200

富岡町 0240-22-2111

いわき市 0246-22-1111

郡山市 024-924-2491

被災自治体 問い合わせ先一覧

市町村名 世帯数 人数

小高区 21 51

原町区 4 7

南相馬市 計 25 58

浪江町 6 15

双葉町 3 5

富岡町 1 1

いわき市 1 5

郡山市 4 9

合 計 40 93

三条市に避難している
世帯数と人数(2018.3.28現在）

発行/三条市総務部政策推進課 三条市旭町二丁目３番１号
Tel 0256-34-5511

交流ルームひばり通信

３月・４月の『ひばり』

日 月 火 水 木 金 土

★版画教室 第2・4水曜日午前１０時～正午
★茶話会＆簡単な手芸教室

第1・3・5水曜日午前10時～午後２時

気軽に参加ください。

３月２９日 ３０日 ３１日

ひばり休み
浜通り配布

ひばり休み

４月１日 ２日 ３日 ４日 ５日 ６日 ７日

ひばり休み 茶話会
ひばり休み
浜通り配布

ひばり休み

８日 ９日 １０日 １１日 １２日 １３日 １４日

ひばり休み 版画教室
ひばり休み
浜通り配布

ひばり休み

浜通り×さんじょうライフvol.35014

問い合わせ TEL

E-mail
交流ルーム ひばり
（総合福祉センター内）

0256-33-8650

hibari_sanjo_nyh@yahoo.co.jp

[運営時間] 日・水・金 午前10時～午後2時

月 午前10時～正午


